
市長・議長　新年のあいさつ
１年を振り返って
まちのわだい・子育て支援
保健センター情報・市立病院だより
人権・子育て支援
情報コーナー
大相撲宇陀場所

2・3
4・5
6～8
9・10
11

12～19
20

総　数　37,512人（-44）
男　　17,982人（-12）
女　　19,530人（-32）

世帯数　13,205世帯（+5）

平平成成1199年年1122月月１１日日現現在在

宇陀市の「う」の字をモチーフに、大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村の４町村の合併と宇陀市の誕
生を４つの花弁の開花で表し、レッドは活力を、グリーンは豊かな自然を、ブルーは清らかな水をイメ
ージ。全体として宇陀市の魅力と活力あふれる将来像を表徴しています。 Public Information UDA

月号
January

2008（平成20年） N0.25

1

市内から望む日の出



広報うだ　 ２

「住みよい豊かなまちづくりの
実現に向けて」

宇陀市長　前　田　禎　郎

平成２０年の輝かしい新春をお健やかにお迎えのことと心から
お慶び申し上げます。
旧年中は、市政各般にわたり格段のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、宇陀市が誕生して３年目を迎えましたが、依然として厳しい地方財政の中で、本市で

は、行政改革大綱に基づいた行財政改革を推し進めながら、各自治区における均衡のとれたま
ちづくりに取り組んでいるところです。
本年は、この度策定した将来のまちづくりへの基本構想となる総合計画に基づき、「自然と

共生し、歴史・文化が育むふれあいと活力あるまちづくり」を掲げ、これからの宇陀市が進む
べく方向性を示しながら宇陀市の特性を生かしたまちづくりに力を注いでまいります。
その主な事業の一つとして、本市では、高度情報化へ対応したＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）

事業に着手しており、平成２０年度の事業完了を目指し事業を進め、テレビの難視聴地域の解
消を図るとともに、自主放送による行政情報発信の準備を進めているところです。
また、市立病院の老朽化と狭隘化が進む中で、懸案の市立病院の建設においては、広く意見

を求めながら当該建設基本構想を策定したところであり、平成２０年度には実施設計に入り、
平成２３年度の開院を目指してまいります。
その他にも限られた財源の中で、生活関連施設の整備をはじめとするライフラインの整備や

少子高齢化対策、農林業の振興並びに観光資源を生かした回遊型の観光ルートによる地域振興
策を講じてまいります。
また本年３月３１日には、大相撲巡業の宇陀場所を開催するなど、地域にとって元気が出る

さまざまなイベントを開催し、宇陀市の情報発信にも積極的に力を注いでいきたいと考えてい
ます。
本市では、豊かな水と緑の恵みを受けながら、歴史と文化を生かした地域の個性と人がとも

に輝く住みよいまちづくりと市民の幸せを願い、全力を傾注してまいる所存でありますので、
なお一層のご支援を賜りますようお願い申し上げまして、年頭のごあいさつといたします。



「新年を迎え　更なる躍進を」

宇陀市議会　議長　小　林　一　三

平成２０年の新春を迎えるに当たり、謹んで新年のお喜びを申
し上げます。
市民の皆様には、日頃から市議会運営に対する暖かいご理解と絶大なご協力を賜り、厚くお

礼申し上げます。
お陰をもちまして、昨年も着実に発展への基礎を固めてまいりましたが、本年は、新春と共

に宇陀市誕生３年目を迎え、宇陀市の一段の躍進の年と考えています。
ご承知のとおり、今や少子・高齢社会の到来や経済構造の変化、国民の価値観の多様化など、
大きな変革期の潮流の中で、国・地方財政の財源不足により地方自治体自らが英知と努力を結
集し、この厳しい財政難を乗り切っていかなければならない状況下に置かれています。
そうした中で、本市においては、まちの将来像の展望を示す総合計画の策定により、今後の

まちづくりの基本構想を示しながら、限られた財源の中で住みよい豊かなまちづくりを進めて
いくよう議会としての役割を果たしていかなければなりません。
このような複雑多岐にわたる社会情勢、あるいは厳しい市政状況の中で、市民全てが豊かな

心をもってこれからのまちづくりに力を注いでいくことが今求められているところでありま
す。我々議会といたしましても、市民と行政が一体となって市民の付託に応えるべく市の発展
のために全力を傾注してまいる所存であります。
市民の皆様には、今後とも市議会運営にご理解とご支援賜りますよう、お願いを申し上げま

す。
輝かしい平成２０年が、市民の皆様にとりまして、素晴らしい年になりますよう祈念申し上

げ、新年のご挨拶といたします。

３　広報うだ　２００８.1



広報うだ　 ４

【
１
月
】

５
日
　
第
35
回
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会

８
日
　
成
人
式

17
日
　
消
防
団
出
初
式

27
日
　
ふ
れ
あ
い
講
演
会

【
２
月
】

11
日
　
平
成
18
年
度
宇
陀
市
選
奨
式

【
３
月
】

１
日
　
大
宇
陀
高
校
菟
田
野
分
校
閉
校
式

17
日
　
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

18
日
　
地
域
商
工
業
活
性
化
「
講
演
会
」

【
４
月
】

１
日
　
宇
陀
市
個
人
情
報
保
護
条
例
が
施
行

８
日
　
奈
良
県
知
事
選
挙
・
奈
良
県
議
会
議
員
選
挙
投

票
・
開
票
日

１
日
〜
15
日
　
本
郷
の
瀧
桜
（
又
兵
衞
桜
）
桜
ま
つ
り

15
日
　
ふ
る
さ
と
元
気
村
開
村
式

佛
隆
寺
千
年
桜
の
花
見
会

27
日
〜
５
月
６
日
　
春
カ
エ
デ
・
モ
ミ
ジ
観
賞
会

29
日

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
公
開
生
放
送

30
日
　
鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り
　

【
５
月
】

20
日
　
第
１
回
宇
陀
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
総
合
開
会
式

【
６
月
】

３
日
　
あ
い
さ
こ
い
さ
祭
り
「
札
の
辻
市
」

16
日
　
あ
き
の
螢
能

【
７
月
】

３
日
　
水
道
局
舎
増
築
工
事
竣
工
式

11
日
　
差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

29
日
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

宇陀市が誕生して、早くも３年目を迎えます。
昨年は、皆さんにとってどのような年でありましたか。
ここで、宇陀市の１年を振り返り、主な出来事を紹介し

ます。

6/16
1/8

4/15

4/29

7/3

1/１７

市成人式（文化会館で開催、514人が大人の仲間
入りをしました）

出初式（大宇陀ふれあいドームで開催、団員約
900人が一堂に集まりました）

第15回あきの螢能（阿紀神社で開催、600
人が観覧に来られました）

ＮＨＫのど自慢の公開生放送（総合体育館で開
催、宇陀市の魅力を全国に発信しました）

ふるさと元気村開村式（旧田口小学校が「宇陀市
文化芸術活動体験交流」施設としてリニューアル）

水道局舎増築工事竣工式（鉄骨造り２階
建て、１階は遠隔監視室、２階は事務室）



５　広報うだ　２００８.1

～水と緑・歴史と文化が共生する　ふれあい豊かなまち～　

【
８
月
】

４
日
　
は
い
ば
ら
夏
祭
り
花
火
大
会

11
日
〜
９
月
１
日
（
各
土
曜
日
）

室
生
山
上
公
園
「
芸
術
の
森
」
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

14
日
　
子
供
の
も
り
公
園
夏
祭
り
　

15
日
　
阿
騎
野
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

16
日
　
菟
田
野
区
古
市
場
「
納
涼
夏
ま
つ
り
」

30
日
〜
９
月
１
日

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
「
宇
陀
松
山
夢
街
道
」

【
９
月
】

２
日
　
室
生
商
工
会
ま
つ
り

菟
田
野
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

16
日
　
子
供
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７

27
日
　
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職
者
追
悼
式

【
１０
月
】

７
日
　
一
般
国
道
１
６
６
号
「
女
寄
道
路
」
開
通
式

26
日
〜
11
月
４
日
　
菟
田
野
カ
エ
デ
・
モ
ミ
ジ
観
賞
会

30
日
　
社
会
福
祉
大
会

【
１１
月
】

２
日
　
市
選
奨
式

２
日
・
３
日
　
榛
原
あ
い
さ
こ
い
さ
祭
り

９
日
〜
11
日
　
宇
陀
じ
ま
ん
市
　

11
日
　
室
生
山
上
公
園
芸
術
の
森
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

17
日
　
第
１
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

23
日
〜
25
日
　
県
毛
皮
革
フ
ェ
ア
　
in

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ

16
日
〜
18
日
　
文
化
協
会
文
化
展
示
会

23
日
　
芸
能
発
表
会

26
日
　
宇
陀
地
区
商
工
会
合
併
契
約
調
印
式

【
１２
月
】

９
日
　
平
和
と
人
権
を
考
え
る
市
民
集
会

16
日
　
　
津
た
か
し
＆
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
公
演

26
日
　
第
36
回
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会

10/30
9/27 10/26～

10/7

11/9～118/4・15

カエデ・モミジ観賞会（菟田野花き植木
切り花研究会圃場で、世界のカエデ1200
種類の観賞）

戦没者並びに消防殉職者追悼式（総合体育
館で開催、ご冥福をお祈りしました）

はいばら夏祭り花火大会・阿騎野ふるさと夏ま
つり（夏の夜空を彩りました）

宇陀じまん市（総合体育館で、各種イベントを
一堂に集めた市自慢の展示会を開催）

社会福祉大会（総合体育館で開催、各種表彰の後で海
原はるか・かなたの漫才を観賞）

一般国道166号女寄道路開通（特設会場で開
通式が行われました）



広報うだ　６

秋
の
叙
勲
に
当
市
か
ら

４
人
が
受
章

芳
岡
さ
ん
（
大
宇
陀
区
山
口
）

は
、
昭
和
38
年
５
月
大
宇
陀
町

議
会
議
員
に
当
選
以
来
５
期
18

年
あ
ま
り
在
職
さ
れ
、
議
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
教
育
の
充
実

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
き
に
わ
た
る
議
会

議
員
の
経
験
を
生
か
し
、
平
成

５
年
６
月
大
宇
陀
町
長
に
就
任
、

平
成
17
年
12
月
ま
で
、
心
の
森

総
合
福
祉
公
園
の
整
備
を
は
じ

め
と
す
る
少
子
高
齢
化
対
策
、

道
の
駅
整
備
や
農
産
物
の
生
産

な
ど
に
よ
る
観
光
・
農
林
業
の

振
興
、
町
並
み
保
全
と
文
化
財

保
護
、
生
活
基
盤
整
備
な
ど
幅

広
い
分
野
に
お
い
て
業
績
を
残

し
、
町
政
の
進
展
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
地
方
自
治
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
宇
陀
市
が
合
併
し
、

平
成
18
年
１
月
か
ら
２
月
12
日

ま
で
、
宇
陀
市
長
職
務
執
行
者

を
務
め
ら
れ
、
新
市
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

芳岡一夫さん
（元大宇陀町長）

竹
田
さ
ん
（
大
宇
陀
区
小
附
）

は
、
昭
和
41
年
に
消
防
団
に
入

団
さ
れ
て
以
来
36
年
間
に
わ
た

り
、
消
防
団
活
動
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
、
責

任
あ
る
行
動
は
、
団
員
の
模
範

と
な
る
も
の
で
す
。

昭
和
63
年
に
は
県
知
事
表
彰

を
、
平
成
３
・
５
・
８
・
10
年
に
は

日
本
消
防
協
会
長
章
、
平
成
５

年
に
は
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続

功
労
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹田鐵司さん
（元大宇陀町消防団長）

田
さ
ん
（
榛
原
区
天
満
台

東
４
）
は
、
大
阪
府
警
に
昭
和

26
年
か
ら
38
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
交
通
課
に
お
い
て
白

バ
イ
隊
員
と
し
て
活
躍
、
そ
の

後
は
主
に
事
務
関
係
の
仕
事
に

田元助さん
（元大阪府警部）

山
口
さ
ん
（
室
生
区
向
渕
）

は
、
大
阪
市
消
防
局
に
昭
和
39

年
に
採
用
さ
れ
て
以
来
39
年
間

に
わ
た
り
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
本
部
で
勤
務
さ
れ
、
消

防
司
令
長
と
し
て
多
く
の
隊
員

を
指
揮
さ
れ
、
出
初
式
や
訓
練

の
企
画
に
も
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

常
に
国
民
の
生
命
・
財
産
を

水
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
消
防
力
の
強
化
・
充
実

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
市
西
成
消
防
署
を
最
後

に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

山口健二さん
（元大阪市消防司令長）

旭日小綬章
（地方自治功労）

瑞宝単光章
（消防功労）

瑞宝単光章
（警察功労）

瑞宝単光章
（消防功労）

自
明
老
人
ク
ラ
ブ
作
成

の
ヒ
ヤ
リ
地
図
入
賞

10
月
22
日
に
県
警
察
本
部
で

実
施
さ
れ
た
「
第
10
回
ヒ
ヤ
リ

地
図
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
自
明

老
人
ク
ラ
ブ
（
古
川
信
雄
会
長
）

の
役
員
９
人
が
作
成
さ
れ
た
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
地
図
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
県
下
16

警
察
署
か
ら
17
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
図
は
、
普
段
生
活
し

て
い
る
中
で
、
車
・
単
車
・
自

転
車
に
乗
っ
て
い
て
ヒ
ヤ
リ
と

し
た
地
点
、
歩
い
て
い
て
ヒ
ヤ

リ
と
し
た
地
点
な
ど
を
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
住
宅
地
図

な
ど
に
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
を
貼
り

付
け
て
作
成
し
、
シ
ー
ル
の
多

い
地
点
が
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
所
で
、

一
目
で
危
険
箇
所
が
わ
か
る
も

の
で
す
。

こ
の
入
賞
作
品
は
、
１
月
18

日
ま
で
市
役
所
（
ふ
る
さ
と
テ

ラ
ス
）
で
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ヤ
リ
地
図
を
作
成
し
て
み

た
い
グ
ル
ー
プ
は
、
宇
陀
警
察

署
交
通
課
（
1
82
‐
０
１
１
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
秋
の
叙
勲

従
事
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
地

域
の
安
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

河
内
警
察
署
の
警
部
を
最
後

に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲



７　広報うだ　２００８.1

農
林
産
物
品
評
会
・
美

術
展
覧
会
の
受
賞
者

受賞品目
長大根
白菜
ゴボウ
ほうれん草
小カブ
丸大根
ネギ
里芋
白菜
小豆
コメ
栗
ユズ
原木シイタケ
生シイタケ
タマネギ
キャベツ

特賞名
県知事賞
県議会議長賞
県農業会議会長賞
県東部農林振興事務所長賞
市長賞
市議会議長賞
市農業委員会長賞
宇陀農業推進協議会長賞
県農業協同組合代表理事長賞
県農業共済組合連合会長理事賞
宇陀農業共済組合長賞
大和高原南部土地改良区理事長賞
大和高原北部土地改良区理事長賞
市森林組合代表理事組合長賞
室生村森林組合代表理事組合長賞
奈良中央青果（株）社長賞
（株）奈良大果社長賞

氏名（住所）
室　德司（榛原区）
L奥一夫（榛原区）
迎楢代司（大宇陀区）
小林文一（大宇陀区）
小西源藏（菟田野区）
山本文子（室生区）
向渕営農クラブ（室生区）
北脇正文（大宇陀区）
鍛治谷德治（大宇陀区）
小　幸雄（大宇陀区）
立見米司（榛原区）
生駒　尚（榛原区）
大門秀雄（榛原区）
松下利明（榛原区）
中西弘一（室生区）
中矢　子（室生区）
森井結美（大宇陀区）

第 ２ 回 農 林 産 物 品 評 会 　 特 賞 受 賞 者

　

部　門

書 芸

絵 画

書 芸

写 真

彫塑・工芸

絵 画

書 芸

写 真

彫塑・工芸

絵 画

書 芸

写 真

彫塑・工芸

絵 画

書 芸

写 真

彫塑・工芸

作　品　名

「佛説　阿彌陀経」

「万福寺の出会」

「ほのぼのと」

「春の叫び」

「いこいの樹」

「ぼたん」

「日ぐらしや」

「夏の終り」

「捕まえた！！」

「廃墟」

「万葉集歌」

「秋深む（鳥見山公園）」

「たけくらべ」

「川」

「漢詩（文徴明の詩）」

「二色の共演（室生）」

「古民家」

氏名（住所）

中村　方保（室生区）

前川　宇藏（榛原区）

松澤　成子（大宇陀区）

奥峰　清一（大宇陀区）

林　　真理（大宇陀区）

奥田　英絵（榛原区）

大田　麻衣（榛原区）

矢川　和一（榛原区）

福永　敏子（榛原区）

北條　正子（榛原区）

中村　由絵（榛原区）

芦田　俊男（榛原区）

相和眞知子（榛原区）

横佩　道信（榛原区）

大森　一男（榛原区）

笹倉さつき（室生区）

坊井　俊道（榛原区）

賞　名

第 ２ 回 市 美 術 展 覧 会 入 賞 者

市 展 賞

銀 賞

金 賞

銅 賞

奨 励 賞

文
化
協
会
展
示
会
・

芸
能
発
表
会

11
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日

間
、
伊
那
佐
文
化
セ
ン
タ
ー
で

文
化
展
示
会
（
宇
陀
市
文
化
協

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

数
多
く
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を

熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
23
日
、
文
化
会
館
で
行

わ
れ
た
芸
能
発
表
会
（
宇
陀
市

文
化
協
会
主
催
）
で
は
、
文
化
協

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
踊
り

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
11
月
11
日
に
行
わ
れ

た
将
棋
大
会
・
囲
碁
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
将
棋
大
会
】（
榛
原
分
館
開
催
）

優
勝

尾
崎
詔
（
榛
原
区
額
井
）

準
優
勝

増
田
裕
（
榛
原
区
天
満

台
東
４
）

３
位

菅
生
久
人（
榛
原
区
萩
原
）

【
囲
碁
大
会
】

（
伊
那
佐
文
化
セ
ン
タ
ー
開
催
）

Ａ
組

優
　
勝

村
田
好
男
（
５
段
）

準
優
勝

三
好
啓
史
（
５
段
）

11
月
９
日
か
ら
11
日
の
間
、

総
合
体
育
館
で
「
宇
陀
じ
ま
ん

市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
時
に
開
催
し
た
第
２
回
農

林
産
物
品
評
会
と
第
２
回
美
術

展
覧
会
の
受
賞
者
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

県
知
事
か
ら
表
彰

12
月
２
日
、
県
文
化
会
館
国

際
ホ
ー
ル
で
、「
地
方
自
治
法
施

行
60
周
年
記
念
式
典
」（
奈
良
県

知
事
主
催
）
と
自
治
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
で
、
奥
本
　
さ
ん

（
室
生
区
大
野
）
が
地
方
自
治
功

労
者
奈
良
県
知
事
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

奥
本
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
２

月
か
ら
６
年
間
室
生
村
議
会
議

員
を
務
め
ら
れ
、
平
成
２
年
５

月
か
ら
平
成
17
年
12
月
ま
で
15

年
８
カ
月
に
わ
た
り
室
生
村
長

と
し
て
、
村
政
の
進
展
と
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

３
　
位

松
永
好
夫
（
４
段
）

４
　
位

西
峯
清
茂
（
５
段
）

５
　
位

杉
山
　
亙
（
４
段
）

Ｂ
組

優
　
勝

牧
野
幸
雄
（
初
段
）

準
優
勝

山
尾
正
弘
（
５
段
）

３
　
位

太
田
利
治
（
初
段
）

４
　
位

大
林
勝
計
（
１
級
）

５
　
位

山
本
信
孝
（
初
段
）

奥本　　さん
（元室生村長）



「
歩
け
歩
こ
う
会
」
開
催

来
春
合
併
に
向
け
て
商

工
会
調
印
式

宇
陀
地
区
の
榛
原
・
大
宇

陀
・
菟
田
野
・
室
生
・
曽
爾

村
・
御
杖
村
の
６
商
工
会
に
よ

る
「
合
併
契
約
調
印
式
」
が
、

11
月
26
日
、
榛
原
商
工
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
に
は
、
前
田
市
長
や

田
中
県
議
会
議
員
、
各
種
団
体

代
表
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
同
合
併
協
議
会

長
の
芳
村
寿
郎
さ
ん
（
大
宇
陀

商
工
会
会
長
）
が
あ
い
さ
つ
の

後
、
協
議
会
事
務
局
が
合
併
の

経
過
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

各
商
工
会
長
が
一
列
に
並
び

同
契
約
に
調
印
し
、
前
田
市
長

ら
が
立
会
人
署
名
し
ま
し
た
。

宇
陀
商
工
会
が
発
足
す
る
と
、

県
内
で
３
番
目
に
多
い
会
員
数

11
月
30
日
に
第
５
回
総
合
計

画
審
議
会
（
松
塚
幾
善
会
長
他

17
名
）
が
開
催
さ
れ
、
総
合
計

画
に
つ
い
て
審
議
を
終
え
、
前

田
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２
月
19
日
か
ら
同

審
議
会
が
総
合
計
画
策
定
の
諮

問
を
受
け
て
い
た
も
の
で
、
庁

内
組
織
の
専
門
部
会
や
策
定
委

員
会
の
素
案
を
も
と
に
審
議
を

行
い
、
各
地
域
協
議
会
で
の
意

見
聴
取
も
参
考
に
検
討
を
加
え

て
き
た
も
の
で
す
。

答
申
を
受
け
た
前
田
市
長
は
、

「
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
重
要
な
総
合
計
画
を
ご

審
議
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
答
申

の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
各
委
員

総
合
計
画
審
議
会
か

ら
市
長
に
答
申

11
月
４
日
、
ふ
れ
あ
い
交
流

ド
ー
ム
で
、
第
２
回
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
市
障
害
者
福
祉
協
会

主
催
）
が
行
わ
れ
、
26
人
が
参
加

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
す

る
機
会
の
少
な
い
身
体
障
害
者

が
、
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
で

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
、

身
体
障
害
者
の
残
存
機
能
の
向

上
お
よ
び
健
康
の
増
進
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優
勝

室
生
区
　
２
位

菟
田
野

区
　
３
位

榛
原
区
　
４
位

大

宇
陀
区
　
５
位

大
宇
陀
区
Ｂ

身
体
障
害
者
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

基
本
構
想
な
ど
の
総
合
計
画

は
、
12
月
の
定
例
議
会
に
上
程

さ
れ
、
委
員
会
や
本
会
議
で
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
健
康
の
増
進
と

参
加
者
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

「
歩
け
歩
こ
う
会
」（
市
体
育
協
会

室
生
支
部
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
台
ケ
原
（
東
側
）
を
周
遊

す
る
コ
ー
ス
で
、
正
木
ヶ
原
を

経
て
大
蛇
　
の
絶
景
を
堪
能
し

た
後
、
参
加
者
の
体
力
に
合
わ

せ
て
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
楽
し

く
歩
き
ま
し
た
。

朝
か
ら
は
霧
が
か
か
り
、
幻

想
的
な
大
台
ケ
原
を
体
感
、
午

後
は
、
青
空
の
下
山
々
の
紅
葉

を
眺
望
し
な
が
ら
、
参
加
者
57

人
全
員
が
約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
コ
ー
ス
を
歩
き
終
え
ま
し
た
。

と
な
り
ま
す
。
本
所
は
、
榛
原

商
工
会
に
置
か
れ
、
ほ
か
の
５

商
工
会
は
支
所
と
な
り
ま
す
。

毛
皮
革
フ
ェ
ア
Ｉ
Ｎ

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
開
催

第
26
回
県
毛
皮
革
フ
ェ
ア
Ｉ

Ｎ
　
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
（
7
市
菟
田

野
毛
皮
革
産
業
振
興
公
社
主
催
）

が
11
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日

間
、
菟
田
野
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
約
８
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
約
３
０
０
０
点

の
毛
皮
革
製
品
（
出
展
業
者
は

７
社
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
収
益
金
２
６
３,
１

６
０
円
は
、
出
品
さ
れ
た
業
者

の
ご
厚
意
に
よ
り
市
の
善
意
銀

行
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

広報うだ　８
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新年おめでとうございます
昨今、医療界、特に私どものような自治体立病院をめぐる環境は、一層厳しさを

増してきていますが、その中でも市民の皆様の暖かいご支援のおかげで、病院にと
って明るい方向と動きの兆しが出てきたのではないかと思っています。
まず第一に、昨年度には市立病院が市民の皆様の病院として相応しい高度な専門

的知識・技量を持ち、より専門家としての判断に基づいた最適な医療を行う一歩と
して、血管造影装置の新設と消化器内科専門医の招致が実現できました。今後は、
さらなる充実を図っていきたいと考えています。
また、昨年暮れには公募型プロポーザル方式により、新市民病院の建設に向けた基本設計の設計者が選定

されました。
今年は病院にとって希望にあふれた明るい年であり、新たな緊張感を持って、色々な新しい芽を育ててい

く年の始まりだと認識しています。
これからも、さらに優しさ・思いやり・温もりの心を持ち続けて市民が安心して暮らせ、心の支えとなる

病院となれるように、安全で良質な医療に取り組んでいきたいと願っていますので、市民の皆様のご支援を
よろしくお願いいたします。

■潜在看護師さんへ、あなたの看護を待っています
－資格を生かし、宇陀市立病院で働いてみませんか－
再就職を考えていらっしゃる方は、経験年数や離

職期間に関係なく、再就業に対する不安があると思
います。最近の看護や医療についての知識や技術を
再習得して、スムーズに再就職していただけるよう
講習会も実施いたします。あなたの看護の力を待っ
ている患者様のために、資格を活かして看護師とし
て活動をしてみませんか。まずはお話だけでもお待
ちいたしております。
●子育て支援もしています
病院内には保育園も設置してい

ます。
チャレンジしたいが「子育てが」
と悩んでおられる方、まずは連絡
をお待ちしております。
問い合わせ 看護部長　西岡令子

■耳鼻いんこう科外来診察のご案内
耳鼻いんこう科外来診察室は、従来の泌尿器科正

面から、横の外科正面へ移動しました。
診察日 月曜日・水曜日・金曜日

■糖尿病教室のご案内
市民の皆さんは、糖尿病という病気をご存知だと
思いますが、他人事だと思っておられる方がほとん
どだと思います。
日本人の食生活が豊かになると共に、糖尿病は増
加の一途をたどり、現在では患者数700万人、糖尿
病の予備群を含めると1500万人と言われています。
糖尿病は、他人の病気ではありません。
市立病院では、糖尿病を理解し、幸せな生活を過
ごしていただくために、毎月第２．３．４木曜に糖
尿病教室を行っています。
気軽に参加していただけるように、予約・料金と
も不要です。ぜひご参加ください。

内容
第２木曜：糖尿病について（医師）
運動療法について（糖尿病療養指導士）・検査に
ついて（臨床検査技師）
第３木曜：食事療法について（栄養士）
第４木曜：糖尿病の合併症（医師）・日常生活の注
意点（糖尿病療養指導士）・糖尿病の薬について
（薬剤師）
時間：午後２時～３時
場所：東館２階232号室
※今月は１月10日・17日・24日です。

◆◆謹賀新年 ◆◆

■整形外科外来診察室を増やしました
整形外科外来患者さまの待ち時間を減らすため、

従来は２診制でしたが、平成20年１月から３診制へ
変更します。
■整形外科医師が変わります
石本佳之先生が退職され、大島

学先生が着任されました。
■整形外科外来診療日程表

１ 診
月 火 水 木 金 土
門野 仲川 交代制 大島 仲川 交代制

２ 診 奥本 大島

手術日
上羽 門野

３ 診 奥本 特殊外来 上羽

（予約）

（予約）

（予約） （リウマチ・足）

（予約）

（予約）

宇陀市立病院
院長　林　需
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毎月１１日は 
「人権を確かめあう日」です 

人
権
週
間
期
間
中
の
12
月
９

日
、
平
和
と
人
権
を
考
え
る
市
民

集
会
「
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。第

二
次
世
界
大
戦
時
に
広
島
の

爆
心
地
か
ら
約
１
・
８
㎞
の
地
点

で
被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
が
、
一
人
の

調
律
師
に
よ
っ
て
修
理
さ
れ
、
被

爆
前
と
同
じ
音
色
を
奏
で
る
ピ
ア

ノ
に
甦

よ
み
が
えり
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
進
元

し
ん
げ
ん

一
美
さ

ん
（
声
楽
家
）
に
よ
る
「
被
爆
ピ

ア
ノ
」
に
つ
い
て
の
朗
読
か
ら
始

ま
り
、
成
尾

な

る

お

亜
矢
子
さ
ん
（
ピ
ア

ニ
ス
ト
）
、
奥
野
み
ど
り
さ
ん

（
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）
に
よ
る
平

和
の
音
色
が
、
参
加
者
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
成
尾
さ
ん
か
ら
、「
私

は
、
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
残
っ

た
ピ
ア
ノ
で
す
。
皆
さ
ん
の
心
の

声
を
聞
き
取
っ
て
音
を
出
し
て
く

れ
る
ピ
ア
ノ
で
す
。
平
和
だ
か
ら

こ
そ
音
楽
を
奏
で
ら
れ
る
の
で

す
。
平
和
だ
か
ら
こ
そ
音
楽
を
聴

け
る
の
で
す
。
傷
だ
ら
け
の
私
の

体
を
見
て
く
だ
さ
い
。
も
う
こ
れ

か
ら
は
、
二
度
と
傷
つ
き
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。」
と
「
被
爆
ピ
ア

ノ
の
声
」
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、

最
後
に
、
会
場
全
体
で
「
き
よ
し

こ
の
夜
」
を
合
唱
し
、
戦
争
の
な

い
平
和
な
国
で
音
楽
を
楽
し
め
る

喜
び
を
感
じ
、
集
会
を
閉
じ
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
被
爆
し
た

と
は
思
え
な
い
す
て
き
な
音
色
だ

っ
た
。」「
若
い
音
楽
家
の
人
た
ち

の
平
和
へ
の
思
い
も
う
れ
し
く
思

い
、
戦
争
の
な
い
国
に
し
な
く
て

は
と
改
め
て
思
っ
た
。」
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

世
界
で
は
、
常
に
戦
争
や
紛
争

が
発
生
し
て
お
り
、「
平
和
と
人

権
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
被
爆

ピ
ア
ノ
を
通
し
て
、
二
度
と
戦
争

を
繰
り
返
さ
な
い
と
決
意
し
、
戦

争
反
対
と
平
和
の
構
築
に
対
し
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

る
こ
と
の
で
き
た
集
会
と
な
り
ま

し
た
。

平
和
と
人
権
を
考
え
る
市
民
集
会

〜
輝
け
平
和
の
音
色
〜
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

「てんいち」とは、てん（英語の１０）と

いち（日本語の１）を合わせた１１（てん

いち）のことで、毎月１１日の人権を確

かめあう日を意味しています。

子育て支援室
開催日

開放日
１月９日（水）、
15日（火）、31日（木）

時　間
午前９時30分～
　　　11時30分

場　所

大宇陀幼児園（183‐3511）

月～金曜日（毎週水曜日
は支援室を開放します）

午前９時～５時
※事前連絡必要 菟田野保育所（184‐3586）

園庭開放日
（雨天中止）

１月12日（土）　　　　 午前９時～11時30分 榛原北保育園（182‐1143）
毎月第２土曜日 午前９時～11時 室生保育園（192‐3005）

親子で友だちをつくり、楽しく子育てしましょう。気軽にお越しくださいね（宇陀市在住の方）。

かんかん食事

かんかん読み聞かせ

開催日
1月24日（木）
　午前10時～午後１時

場所

室生ぬく森の郷　

内容
旬の食材を使って、おす
し、試食会

1月31日（木）
　午前10時～11時30分 室生西児童館 絵本に関するおはなしと

絵本の読み聞かせ

かんかん絵本 ２月７日（木）
　午前10時～12時

室生人権交流セン
ター

申込締切・参加費
1月17日（木）
大人400円（子ども無料）

1月24日（木）
無料

1月31日（木）
無料

絵本の読み聞かせ、手遊
び、かんかん広場

◆かんかんくらぶ◆（児童ふれあい交流促進事業）［室生北児童館（10743‐82‐1847）］

［各事業の定員・申し込み］ 定員 先着20組　申し込み 室生北児童館へ（土・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時）



■宇陀松山楽々ウォーク
大宇陀は古くから交通の要衝であ

り、宇陀松山城や重伝建地区内には古
いまちなみが残っており、現在も力強
く生活のにおいが漂っています。人情
にも厚くもてなしの心一杯のイベント
の数々。きっとあなたの心を癒してく
れるはず･･･。
日時　2月8日f午前11時～午後6時
（雨天決行）場所　宇陀松山重伝建保
存地区一帯　催し物 ○スタンプラリ
ー　○ジャズ演奏会　○もちつき　○
映画会･演芸会　○大道芸　その他
参加無料ですが、スタンプラリーのみ
お申し込みください。

ゴミ収集日程
■大宇陀区･菟田野区･榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付して

いるゴミカレンダー等をご覧くださ
い。
Y大宇陀地域事務所　地域市民課
（183-2251）
Y菟田野地域事務所　地域市民課
（184-2521）
Y 市環境対策課　護美センター

（182-6521）
■室生区（燃えないゴミ）
◎1月10日 上笠間･下笠間･深野･小
原･染田･多田･無山･奥山

◎1月21日 大野･向渕（奥山除く）･三
本松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎1月30日 黒岩･田口元上田口･下田
口･田口元角川･室生

Y室生地域事務所　地域市民課
（192-2001）

Y大宇陀商工会（183-1145）

■モーニングラン IN 室生
今回で第3回目となる「モーニング

ラン」は、新春の室生湖畔を走ります。
太陽を体いっぱいに浴びながらみんな

で楽しく走りませ
んか。子どもから
大人まで、皆さん
の参加をお待ちし
ています。
日時　1月26日g

受付:午前9時30分
～スタート:午前
10時～（雨天中止）
集合場所 市室生運動場　コース 運
動場から3km･5kmコース　申し込み
当日受付　参加料 無料
Y市陸上競技協会　上西方（182-
5237）

「はいばらスプリングウォーク2008」参加者募集
ウォーキング大会といっても難しいことはありません。自分に応じたコースを歴史や景色など楽しみながら

自分のペースで歩くだけです。身軽なウエアと履き慣れた靴があればＯＫです。
自然豊かな「はいばら」の地をウォーキングしながら、春の訪れを感じませんか。

開催日　3月2日a※小雨決行
会場　市平成榛原子供のもり公園（受付･スタート･ゴ
ール）

コース　
◆チャレンジコース【14.4km】
受付:午前7時～7時40分　出発:午前8時～

◆ファミリーコース【5.5km】
受付:午前9時30分～10時10分　出発:午前10時
30分

参加料　無料
参加資格　各コースとも完歩できる
健康な人。小学生以下は保護者ま
たは引率者が必要です。区内区外
は問いません。

申込方法　所定の参加申込書に必要
事項を明記し、市中央公民館榛原
分館へ申し込みください（FAX、
メール可）。※参加申込書は、榛
原分館・榛原区内体育施設等に設
置しています。また、市体育協会
HPよりダウンロードすることが
できます。

申込締切　2月13日d

交通手段　無料シャトルバス（榛原
駅南口）、駐車場あり。

その他 ◆ゴール後は、アツアツ鍋のサービスがあり
ます。

◆あらかじめ設定されたタイムと同タイムの方には
ラッキータイム賞として記念品を贈呈します。

◆完歩された方全員に完歩証を交付します。
◆途中リタイアされても収容車を用意しています。

主催　宇陀市体育協会榛原支部
Y市中央公民館榛原分館（182－0374/582－5237
e-mail:h-kouminkan@city.uda.lg.jp）
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『宇陀市ホットニュース』募集･相談コーナー

まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前10時～午後5時

■市文化協会「陶芸部･手描友禅部･
水彩画部･書道部」による作品展

1月5日g～28日b

※入館料　無料

日時　2月9日g 午後1時30分～3時30分
場所　市中央公民館
対象　市内在住の方（定員50名）※受講料無料
内容　平成21年5月までに始まる裁判員制度
講師　奈良地方検察庁

申込方法　住所・氏名･年齢･電話番号を明記し、電
話・ＦＡＸのいずれかの方法でお申し込みをお願
いします。（定員になり次第締め切り）

申込先　市中央公民館
申込締切　1月30日d

市中央公民館（183-0551／583-1027）
〒633-2165 大宇陀区中庄202
休館日：木曜日、祝祭日

学校法人神須学園若者自立塾室生
館が、ご家族、保護者、ご本人の相
談を個別に受けさせていただきます。
日時　1月9日d 午後2時～5時
場所　市役所　211会議室

Y学校法人神須学園若者自立塾室生
館（192-5566）又は商工観光課
（182-2457）

■若者自立のための無料相談会

◆日時　1月9日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　1月9日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　1月15日c 午前9時～11時45分
場所　大宇陀人権交流センター
◆日時　1月16日d 午前9時～午後3時
場所　宇陀市役所

Y行政相談は総務課（182-1302）、人権相談は人権
施策課（182-2147）

■行政相談･人権相談

宇陀シティマラソン参加者募集中
広報うだ12月号でお知らせしましたとおり、「第1回

宇陀シティマラソン」の参加者を募集しています。
なお、申込期限は1月31日eです。申込期限以降の

申し込み受付はできませんので、それまでに申し込み
をお願いします。
開催日　3月16日a※雨天決行、荒天中止
会場　市役所及び榛原区内
種目　10km（一般･高校生）、3km（一般･高校生･
中学生）、2km（小学3～6年生）、ファミリー1km
（小学2年生以下と保護者1名）
参加料　一般:2,500円、中高生:1,500円、小学3～6
年生:1,000円、ファミリー1km:2,000円（1組）

その他 ●大会当日、マラソンコース付近において
交通規制を行います。皆さんのご協力をお願いし
ます。（詳しい規制区間及び規制時間は、広報う
だ2月号でお知らせします。）●大会ボランティア
を募集しています。

※パンフレットと申込用紙は、生涯学習課または中央
公民館各分館にあります。

※詳しくは広報うだ12月号または市ホームページ
（http://www.city.uda.nara.jp)をご覧ください。

Y生涯学習課（184-3473）

学童保育は昼間、仕事などで保護者などのいない家
庭の小学校児童をお預かりし、授業終了後に空き教室
などを利用して児童の健全な育成を図ります。希望さ
れる新1年生の保護者はお申し込みください。なお、
新2年生以上は後日募集させて頂きます。
定員 各保育室45名（申し込み多数の場合は入室で
きないことがあります）

対象 榛原区内小学校へ通う新1年生で、放課後保
護者が仕事などにより家庭にいない児童。

開室時間 放課後～午後5時（長期休業期間など授
業のない日は午前9時～午後5時）ただし、時間
外延長を希望の方は最大午後7時まで。（長期休暇

の時間外早朝保育は午前7時30分から）
休室日 ○土･日曜日、祝日　
○8月13日～15日　
○12月29日～翌年1月4日
費用 月額4,500円。時間外保育については1時間
につき月額2,000円の加算（日割計算は不可）。
○保険料（共済クラブ）年額2,000円

申込方法 1月10日e～24日eの間に教育委員会学
校教育課、榛原小学校学童保育室（182-7002）
または榛原東小学校学童保育室（182-8059）へ

Y学校教育課（184-3472）

■学童保育新1年生を募集（榛原区限定）

平成20･21年度競争入札参加資
格審査申請を受付します
建設工事関係及び物品関係などの

入札参加資格審査申請書（指名願）
の受付を2月1日から行います。
※詳しくは、広報うだ12月号または市ホ
ームページをご覧ください。

Y監理課（182-5658）または管財
課（182-3632）



ン控除が所得税から控除しきれなくなる（あるいは、
控除しきれない額が大きくなる）場合があります。こ
のため、平成11年から18年までの入居者には、申請
に基づき、所得税から控除しきれなかった残額を住民
 税から減額する措置が導入されます。
【計算方法】

【手続きの方法】
○所得税の確定申告を行う人:税務署へ「住宅借入金
等特別税額控除申告書」に押印のうえ、確定申告
書とともに提出

○所得税の確定申告を行わない人:市役所税務課へ
「住宅借入金等特別税額控除申告書」に押印のう
え、源泉徴収票とともに提出

○適用を受ける年度ごとに、毎年3月15日までに申
告を行って下さい。（今年は3月17日まで）

○税額控除申告書は1月中旬頃税務課で用意します。

◆税源移譲時の所得変動に応じた税負担の軽減措置が
設けられます（平成20年度のみ適用）

税源移譲による制度改正は、平成19年分所得
税・平成19年度住民税（平成18年分所得）か
ら適用となっています。そのため、平成18年に

は所得があったが、仕事を辞めるなどの理由により、
平成19年中の所得が減り、所得税は課税されなくなっ
たが、税源移譲により、平成19年度の住民税が増えた
にも関わらず、所得税は引き下げを受けないという場
合があります。このような、平成18年中の所得と平成
19年中の所得との変動に伴う負担増を調整するために
経過措置が設けられています。対象の人には、平成19
年1月1日現在の住所地の市町村長に対する申請に基づ
き、平成19年度の住民税を旧の税率で再計算し、既に
納付された税額との差額を減額（還付）されることに
なります。
申請期間は平成20年7月1日から7月31日です。

◆65歳以上の方の住民税の老年者非課税措置廃止に伴
う経過措置がなくなります

昭和15年1月2日以前に生まれた方で、所得
が125万円以下の人に、適用されていた経過措
置がなくなります。

◆地震保険料控除の新設
平成19年分より、損害保険料控除が廃止され、
新たに、地震保険料控除が創設されます。一定
の長期損害保険契約等に係る損害保険について

は、経過措置として控除対象となります。なお、証明
書に地震保険料と旧長期損害保険料の両方の金額が記
載されたものは、選択によりいずれか一方の控除が受
けられます。
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

個人や法人で、工場・商店・農業・病院・サービス
業などの事業を営んでいる方や、アパート・駐車場な
どを貸し付けている方が、その事業のために使用する
構築物・機械・工具・器具・備品などで（これらを
「償却資産」といいます。）、土地・家屋以外の耐用年
数1年以上、取得金額10万円以上の事業用資産が対象
になります。（取得金額が10万円未満であっても、個
別に資産に計上し通常の減価償却をしているものは含
みます。取得金額が20万円未満であり一括して3年間
で償却しているものは含みません。）
該当される方は、申告してください。

【償却資産の申告】
事業用資産をお持ちの方は、資産の多少にかかわ

らず、毎年１月１日現在の市内における所有状況を
申告していただくこととなっています。12月中に申
告書が送付されますので、提出書類に必要事項を記
入し、申告期限までに提出してください。
なお、前年中に資産の異動がない場合、廃業・休

業された場合、減価償却を終えている場合、資産な
しとなった場合も必ず申告が必要です｡
また、新しく事業を開始した方など、申告書が送

付されない場合はご連絡ください。
【提出書類】
※前年度に申告されている方
・○資産の異動がない場合⇒「償却資産申告書」
・○資産の異動（増加･減少）がある場合⇒「償却資

産申告書」「種類別明細書（増加資産・全資産用）」
※初めて申告される方
○平成20年1月1日現在に所有する全ての資産⇒
「償却資産申告書」「種類別明細書（増加資産･全
資産用）」

【申告期限】
1月31日e

【提出方法】
市税務課窓口に直接ご持参いただくか、郵送して

ください。なお、郵送されるかたで、受付印を押し
た「控え」の返送を希望される場合は、80円切手と
返信用封筒を必ず同封してください。

Y税務課（182-1306）

2月18日から3月17日です　　　Y税務課（182-1306）

■償却資産をお持ちの方は申告してください



◆税源移譲による、所得税の住宅ローン控除の減少分
を住民税で調整します

住宅ローン控除制度は、所得税のみにある制
度です。税源移譲に伴い、所得税額が減少する
ことにより、これまで控除できていた住宅ロー

2月18日から3月17日までの期間、平成19年分確定
申告の受付が始まります。桜井税務署管轄内の申告指
導会場は桜井市商工会館（地図参照）です。桜井税務
署では申告指導は行っておりませんので、ご注意下さ
い。また、駐車場には、限りがありますので、なるべ
く公共交通機関をご利用下さい。
場所　桜井市
商工会館３
階（JR･近
鉄桜井駅か
ら徒歩3分）

期間･時間 2
月18日b～
3月17日b

（ 土 ･ 日 曜
日、祝祭日
を除く）午前9時～午後5時（なるべく、午後4時
ごろまでにお越し下さい）

※みなさん、年金事前指導・確定申告地区相談を、
是非ご利用いただき、この機会に確定申告書を
提出しましょう。

また医療費控除･住宅ローン控除などの還付申告の
方は、1月から申告書を提出することができます。確
定申告期間中は混み合いますので、準備ができた方か
らお早めに申告してみてはいかがでしょうか。2月15
日Fまでは桜井税務署で申告指導･相談･提出を受付し
ます。
※税務署の閉庁日（土･日曜日、祝日）は除きます。

Y桜井税務署（10744-42-3501）
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確定申告の受付期間は　　　
■確定申告指導会場は、桜井市商工会館です

■平成20年度　住民税の変更点について

市県民税の申告は、平成20年1月1日現在で市に住
民票を置かれている方（置かれていた方）が、前年中
（平成19年1月1日～12月31日までの1年間）の所得を
申告していただくもので、市県民税や国民健康保険税
等を算出する基礎となるものです。
また所得証明書や課税（非課税）証明書などの公的

な証明書にも必要となっています。なお、申告用紙は
市役所税務課、各地域事務所地域振興課にあります。
◆市県民税・国民健康保険税の申告が必要な人
○前年中に所得（営業・農業・不動産・譲渡・配当
など）があった人。

○給与所得者で①給与のほかに別の所得がある人②
給与を2カ所以上から受けている人

○給与所得者や年金所得者で社会保険料（国民年金
保険料や国民健康保険税など）や医療費等各所得
控除を受けようとする人（市県民税の所得割がか
かる人のみ）

○申告で親族を扶養にとる人
○国民健康保険に加入している世帯全員（一人でも
申告がないと軽減制度の対象となりません）

注）所得税の確定申告をされている人や給与所得の
みの人で、年末調整に異動がなく、勤務先から市
へ「給与支払報告書」が提出されている人は、原
則として市県民税の申告は必要ありません。

◆申告受付期間や提出に必要な書類など
申告期間　2月18日b～3月17日b（土･日曜日、祝
日を除く）午前9時～午後3時30分

場所 市役所4階大会議室等又は各地域事務所
必要なもの ○印鑑　
○給与所得者・年金所得者は、源泉徴収票（平成
19年中支払分）

○生命保険･個人年金･地震保険料･国民年金保険
料の支払証明書（平成19年中支払分）

○医療費などの領収書（平成19年中の支払分で、
あらかじめ支払い額等の合計額を計算しておい
て下さい。保険金などで補てんされる金額の明
記もお忘れなく）

○事業所得者は収支内訳書　
○その他所得計算や控除に必要な帳簿類や証書
※市内や市外に在住する65歳以上で障害者手帳をお
持ちでない方で介護の認定を受けられている方や
その方を扶養にしている場合、市町村長が発行し
た「障害者控除対象者認定書」を提出しいただき
ますと、「障害者控除」を受けることもできます
ので、長寿介護課までお問い合わせ下さい。

■市県民税の申告について

◆確定申告説明会
日時　1月29日c 午後1時30分～3時
場所　市役所4階大会議室
◆年金事前指導（収入が年金の方のみ）
必要書類（年金の源泉徴収票など）を持参してい

ただきますと、この期間に確定申告書の提出ができ
ます。
日時　2月6日d～8日f 午前9時30分～午後3
時30分

場所　市役所4階大会議室
◆確定申告地区相談所
専門の税理士が、無料で確定申告の相談を受けま

す。
●榛原総合センター（昨年と場所が変わっていま
すのでご注意下さい）⇒2月21日e・22日
f・29日f

●室生振興センター⇒2月25日b

●菟田野地域事務所⇒2月26日c

●大宇陀商工会館⇒2月27日d

※時間は全て午前9時30分～午後3時30分です。
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青少年が健やかに育ち、豊かな人間になることを願
い、市青少年健全育成協議会が第2回目の講演会を開
催します。皆様お誘い合わせのうえ、多数ご参加くだ
さい。
日時　1月20日a 午後2時～
場所　室生振興センター
演題　「子どもを叱れない大人たちへ」／落語家
桂才賀氏（日本で唯一の落語家少年院篤志面接委
員。少年院篤志面接委員の現場から、現代社会が
抱える親子関係の核心にせまります。噺家

はなしか

らしく
笑いで入って、驚いて、そして感動の涙。）

開会アトラクション 「津軽三味線BiggeRe（ビガ
リー）」（奈良大学附属高校津軽三味線部OBの2人
組。多くの人との出会いやつながりを広げながら
障害者施設、老人施設の慰問やイベント等で演奏
活動をしています。）

その他 託児室･手話通訳が必要な方は1月10日e

菟田野区下芳野地区（一部）の地籍調査により作成
しました地図（地籍図）及び簿冊（地籍簿）の閲覧を
行います。
閲覧期間　1月7日～28日（土･日曜日、祝日は除く）
午前9時～午後5時※1月12日は午前9時～午後7
時まで閲覧を行います。

閲覧場所　○菟田野地域事務所（1月7日～11日）
○菟田野東部地区研修指導施設（1月12日）
○宇陀市役所（1月13日～28日）
※閲覧日時が会場により異なります。ご注意くだ
さい。

Y地籍調査課（182-5608）

■地籍図･地籍簿の閲覧を行います

開催日　1月1日c

場所　鳥見山公園《日本歴史公園100選認定公園》
内容　○午前5時　墨坂神社で初詣
○午前5時30分　鳥見山公園へ出発（徒歩）
○午前6時30分　鳥見山公園で雑煮･お神酒･甘
酒･しょうが湯の振る舞い（数に限りあり）

○午前7時頃　ご来光（以降自由解散）
持ち物 防寒対策･懐中電灯
申し込み 不要（参加費無料）
主催 榛原観光協会
共催 日本ボーイスカウト連盟宇陀第3団
その他 鳥見山公園に直接行く場合は、午前6時30分
までにお願いします。また、会場（墨坂神社･鳥見
山公園）に駐車場はありませんので、車でのご来場
はご遠慮ください。ご協力をお願いします。

Y榛原観光協会　池田方（1090-2102-0496）

■新春ご来光祭り開催　参加者募集

市有地を一般競争入札により売却します。
【売却物件】
所在地　宇陀市
榛原区天満台
西3丁目4番2
外1筆

地目 登記簿:雑
種地、現況:雑
種地

地積 4,471g
最低入札価格 52,094,000円
備考 市街化区域･第1種低層住居専用地域

【「市有地売却の実施要領」の配付】
期間 1月4日f～17日e（土･日曜日、祝日を除く）
午前9時～午後5時

場所 管財課
※重要な事項が記載されていますので、入札希望者
は必ず配付を受け内容を確認してください。

【入札参加申込書の受付】
期間　1月4日f～18日f（土･日曜日、祝日を除く）
午前9時～午後5時

場所　管財課
※入札参加の申し込みをしないと入札には参加でき
ません。

【入札説明会】

■市有地を売却します

日時 1月21日b 午前10時
場所 市役所3階312会議室
※入札参加申込書を提出されてない方は出席できま
せん。

【入札】
入札日 1月25日f 場所 市役所4階大会議室
※詳しくは、「市有地売却の実施要領」をご覧くだ
さい。

Y管財課（182-3632）

までに生涯学習課までご連絡ください。
Y市青少年健全育成協議会【生涯学習課内】（184-
3473）

■ふれあい講演会　開催
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めがねのマツオ

視力
聴力

めがねのマツオ
うたの区古市場 ＴＥＬ

ＦＡＸ８４‐２２５５

認定眼鏡士の店

〉測定器完備

室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前11時～午後4時
休館日　毎週日・月・火曜日

■昼下がりのミニコンサート

開催時間　午後2時～3時
※1月24日eのみ、むろうコーラス練習のため午
後3時～4時

■森の音楽喫茶「音楽の森新春コンサート」
日時　1月12日g 午前10時30分～12時
参加費 600円（お茶･クッキー付）
出演 歌:音楽の森ふれあい館　荒井館長　音楽の森
スタッフ　村尾藍　ピアノ演奏:音楽の森スタッ
フ　福家明世･大山理保

Y音楽の森ふれあい館又は企画課（182-1362）

室生区下田口1112（193-4400）
開館時間　午前9時～午後5時

休館日　毎週木曜日
1月の講座は次のとおりですので、ぜひご参加くだ

さい。
◆常設教室

※上記の講座以外にも毎日教室（アトリエ･ギャラリ
ーの見学･体験等）を行っています。

◆楽しむアート特別講座

※いずれの講座も、参加費（材料代など）が必要。
※講師の都合等により日時は変更される場合がありま
す。開催時間など、詳しくはお問い合わせください。

Yふるさと元気村又は企画課（182-1362）

http://www15.ocm.ne.jp/ ̃muroupet/
宇陀市室生区小原53　TEL&FAX0743‐82‐6606

年中無休24時間受付

70120‐194‐594
イーク　ヨ ゴ　ク　ヨ

全国ペット葬祭業協会加盟

やまなみロード添い
榛原駅より車で約20分

名阪国道
針
IC

ローソン
小原

や
ま
な
み

ロ
ー
ド

笠間

室生
ペット霊園

R165榛原

榛原駅 室生口大野駅 三本松駅

大野

小倉
IC

宇陀警察署では安全･安心の街づくりのために
「安全･安心　出前教室」
の開催に力を入れています

犯罪からの被害防止や子どもの
非行防止、または高齢者や子ども
に対する交通安全など、警察活動
に関する各種の出張安全教室を開
催いたします。
自治会･職場･学校や老人クラ

ブ･子供会などで、こうした出前
教室を開催したいとお考えの際は、宇陀警察署の生活
安全課もしくは交通課にご連絡ください。
Y宇陀警察署（182-0110）
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各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売

森　井　石　材　工　業
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　本社工場

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　

■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
1月8日c、22日c 1午前10時～ 2午前10時45
分～ 3午前11時30分～　

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
1月9日d、23日d 午後2時45分～
★たんぽぽひろば（6歳～）
1月9日d、23日d 午後3時30分～
★おはなしクラブ
1月12日g、26日g ○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）

●えいが会
日時　1月19日g 午前11時～

Y中央図書館（182-4749）【1月の休館日:1･2･3･4･
7･14･15･21･28日】

■大宇陀図書館だより
●おはなし会
日時　1月19日g 午前10時30分～

【小説】
■愛別離（山口瞳　著）

戦後直後に発表された処女作「愛別離」や、著者の戦中時代を扱っ
た「三人姉妹」など、全12編を収録。私小説作家の自伝的小説集。

話　題　の　新　刊　図　書

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

【絵本】
■１４ひきのもちつき（いわむらかずお　さく）

お父さんがまきを割り、おじいさんがかまどに火を入れ、おばあ
さんがお米の水をきり、それをさっちゃんがせいろに入れ･･･。み
んなで力を合わせてもちつきの準備。さあ、どんなおもちができ
るかな。１４ひきのシリーズ。

場所　2階和室
内容　○おはなし　○パネルシアター　○カレンダ
ーをつくろう

●映画会
日時　1月26日g 午前10時～　場所　1階研修室

Y大宇陀図書館（183-0977）【1月の休館日:1･2･3･
4･8･14･15･22･29日】

図　書　館　だ　よ　り

奈良県での後期高齢者医療制度の保険料率が決定さ
れました。後期高齢者の方の医療給付費の10％分と、
保健事業分、その他の給付費（葬祭費）は、基本的に
保険料で賄われます。本制度に対する、皆様のご理解
とご協力をお願いいたします。

●保険料は被保険者個人単位で算定され、賦課されま
す。

●原則として年金から天引き（特別徴収）されます。
●保険料は被保険者全員が負担する「均等割額」と、
被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」があ
り、その合計額となります。

●均等割額や所得割率は、広域連合が県の医療給付費
に応じて、2年ごとに見直します。

●所得の低い方には、世帯の所得水準に応じて保険料
の均等割額が軽減されます。
7割軽減⇒基礎控除額(33万円)以下の世帯
5割軽減⇒【基礎控除額(33万円)＋24.5万円×被保険者数
（被保険者である世帯主を除く）】以下の世帯
2割軽減⇒【基礎控除額(33万円）＋35万円×被保険者数】
以下の世帯

※世帯主が後期高齢者医療の被保険者でない場合であ
っても、軽減の判定の際の対象となります。

● 今まで保険料を自分で負担してこなかった会社の

健康保険や共済組合などの被扶養者の方は、後期高
齢者医療制度の資格を得た日の属する月から2年間、
所得割保険料が免除され均等割保険料の5割が軽減
されることになっていましたが、さらに4月から9月
までの6カ月間は保険料はすべて無料となり、10月
から翌年3月までの6カ月間は所得割保険料の免除に
加え均等割保険料の9割が軽減することとしました。

●平成19年中に全く所得がなかった方や、所得税や
市･県民税が非課税の方でも、後期高齢者医療保険
料算定のため申告が必要です。なお、申告しなかっ
た場合には、保険料の軽減措置等を受けることがで
きません。

Y保険年金課（182-3672）

■後期高齢者医療制度の保険料が決定されました

今般「与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチ
ーム」において、高齢者医療制度について以下のとお
り取りまとめられ、政府としても実施することとしま
したので、その内容をお知らせします。なお、正式に
内容が決定した段階で改めてお知らせする予定です。
【70～74歳の方の窓口負担について】
平成20年4月から平成21年3月までの1年間窓口負

担が1割に据え置かれます。
注）既に3割負担を頂いている方、後期高齢者医療制度の対象と
なる一定の障害認定を受けた方は除きます。

注）昨年の制度改正では、70～74歳の方の窓口負担については、
平成20年4月から2割負担に見直されることとされていたもの
を据え置くものです。

Y保険年金課（182-3672）

■高齢者医療制度の見直しについて



厚生労働大臣認定一 級 技 能 士

吉岡豊司・吉岡逸人

宇陀市大宇陀区上茶２０９２番地
（宇陀市松山重伝建地区）

電話　０７４５‐８３‐１７６３

謹賀新年
本年も宜しくお願い致します トリミ眼科

日本眼科学会認定　眼科専門医

　　眼科一般診療（アレルギー・白内障・緑内障など）
　　網膜レーザー治療（糖尿病網膜症・網膜剥離など）
　　後発白内障手術・各種コンタクトレンズ処方
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AM9:00～12:00

PM3:00～  6:00

http://www.eonet.ne.jp/ torimi/
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近鉄大阪線

宇陀市立病院
南都銀行新町局

北口

南口
榛原駅

トリミ眼科
（鳥見保険の横）

～
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

日時　1月17日e 午前10時～
場所　市大宇陀ふれあい交流ドーム
内容　○式典　○分列行進　○放水演習など
その他 市消防団は1月17日付で組織編成替えを行い
ます。詳しくは広報うだ2月号でお知らせします。

Y危機管理室（182-1304）

■市消防団出初式　開催

説明会時の配付資料を次の施設に設置しています。
ご利用ください。

※■の施設は1月3日まで休業です。
Y情報システム課（182-2121）

■菟田野区･室生区のCATV説明会時の配付
資料設置場所について

現在、榛原ふれあいギャラリーにて、市スタジオ建
設工事を行っています。そのため、1月20日までこま
どりケーブル宇陀案内所及び観光業務をご利用いただ
くことができません。
なお、こまどりケーブル宇陀案内所への電話でのお

問い合わせは今までどおりご利用いただけます。
電話番号 82-5734（1月４日まで休業･火曜定休）

Y情報システム課（182-2121）

■市スタジオ建設に伴うこまどりケーブル宇
陀案内所の一時閉鎖について

■干支「子」にちなんだ手作り作品展
2008年は「子（ねずみ）」の年。「子」をあしらっ

た手作りの作品を展示します。手芸品、小間もの、陶
芸など手作りの作品に、新しい年のユニークな年賀状
なども展示します。みなさまのご鑑賞をお待ちいたし
ます。
展示期間 1月12日g～2月24日a

まで
作品搬入　1月18日fまで
■第23回ロビーコンサート

大宇陀区拾生871（183-0977）
1月の休館日:1･2･3･4･8･14･15･22･29日

日時　2月10日a 午後2時～
場所　市文化会館ロビー
出演　○うたの「笛物語」（クラリネット･リコーダー
他）○伊藤修子･伊藤由貴（ギター二重奏）○「ら
いらっく」（大正琴）

1月1日より、各種証明手数料等が改定されます。み
なさまのご理解とご協力をお願いします。
※詳しくは広報うだ11月号または市ホームページをご
覧ください。

Y行政改革推進室（182-3643）

■手数料変更のご案内

広報うだ12月号に掲載しました「宇陀クリーンセン
ターからのご案内」中の下記の内容が次のとおり間違
いがありました。訂正しお詫びいたします。
●生ゴミ収集業務【変更前】
年始　大宇陀区は1月4日fから通常どおり※菟田野
区は1月5日gから

●生ゴミ収集業務【変更後】
年始　大宇陀区は1月4日fから通常どおり※菟田野
区及び榛原区（宇陀クリーンセンター収集区域）
は1月5日gから

Y環境対策課（182-2202）

■訂正とお詫び



■チケット料金（１人分の金額です）
前売券　　　当日券

タマリ席（１階）13,000円（14,000円）
マス席Ｓ（１階) 10,000円（11,000円）
マス席Ａ（１階） 9,000円（10,000円）
イス席（１階） 7,000円 （8,000円）
イス席Ｓ（２階） 6,000円 （6,500円）
イス席Ａ（２階） 4,000円 （4,500円）
イス席Ｂ（２階） 3,000円 （3,500円）
※マス席は４枚セットでの購入となります。
★前売券販売所
大相撲宇陀場所実行委員会（市総合体育館内）
★販売期日
１月６日（日）～３月30日（日）まで
（火曜日を除く、午前９時～午後５時まで）

■飲物土産セット（5,000円）
内容 お弁当・お茶・相撲土産（３点）・パンフレ
ット・宇陀場所記念座布団
申し込み　１月６日（日）～３月10日（月）

■スポンサーの募集
①開場周辺に立てる「幟

のぼり

」のスポンサー
興行が終了後、持ち帰っていただきます。
※幟・竹竿・作業賃等を含みます。
②パンフレットスポンサー
③当日進行「お好み」のスポンサー
募集期間　～１月31日（木）まで
※料金など詳しくは、大相撲宇陀場所実行委員会
（182‐0511）までお問い合わせください。

■ちびっこわんぱく相撲出場者募集
出場者には、相撲協会から「まわし」のプレ

ゼントと家族４名（出場者含む）以内を無料招
待します。
募集人数　30名（小・中学生の男子対象）
申し込み　１月31日までに各小・中学校を通じ
て申し込みください

開催 3月31日（月）
開場 午前8時～
場所 宇陀市総合体育館

問い合せ 大相撲宇陀場所実行委員会
（182‐0511／（財）市文化体育事業団内）
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